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研究成果の概要（和文）：東日本大震災の復興政策では，社会的ネットワークの存在が重要視されている.復興
のスピードは，社会的ネットワークが あるか否かによって，大きな違いが生じている。分析の結果、被災地の
現在あるいは大震災直前の被災地の状況だけでなく、長期にわたる地域の動向を考えることが、本質的な意味で
の地域社会のエンハンスメントにつながるのではないかと考えるに至った。被災地域の回復は、1回の「大震
災」からの復興を問題にするのではなく、日本の近代化全体を問い直す必要があることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The reconstruction policy of the Great East Japan Earthquake emphasizes the 
existence of social networks. The speed of recovery depends greatly on the existence of social 
networks. The results of the analysis show that not only the current situation in the affected 
areas, or the situation in the area immediately before the earthquake, but also the long-term 
regional Thinking about the dynamics may lead to community enhancement in the essential sense of the
 word. I've come to the conclusion that the recovery of the affected areas is not a matter of a 
single "disaster" but of the entire modernization of Japan. The recovery of the affected areas is 
not just a matter of recovering from a single "great earthquake", but also of the modernization of 
Japan as a whole. It is clear that the question needs to be asked.

研究分野： 社会学　社会システム論　社会情報学

キーワード： 東日本大震災　社会関係資本　復興政策
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、東日本大震災を、単に物理的な地域破壊と考えるのではなく、社会的ネットワークへの打撃と捉え
ることの意味を検討したが、その結果、明らかになったのは、震災後の社会ネットワーク再興には、震災直前の
社会ネットワーク、さらにそこに至るまでの長期的歴史的ダイナミズムおよび自然環境変化との相互作用を含め
て考える必要があることである。この視点により、今後の被災地復興において、地域産業および地域アイデンテ
ィティの新たな可能性を見いだすことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）東日本大震災の復興政策では、社会的ネットワークの存在が重要視されている。とりわけ
事業者の再建プロセスでは、事業者同士のネットワークがあるかどうかが、助成される際の大き
な判断基準となっている。 
（2）その結果、復興のスピードは、社会的ネットワークがあるか否かによって、大きな違いが
生じている。 
 
 
２．研究の目的 
（1）上記の問題関心に即して、本研究は、震災以前・震災直後・復興期において、事業者がい
かにネットワークを形成し、そのネットワークがどのように復興に影響を及ぼしているかにつ
いて分析を行う。 
（2）また、事業者のネットワークが、行政や市民セクターといかに連結しているか（ローカル・
ガバナンスの構築につながっているか）について分析をおこなう。 
 
 
３．研究の方法 
（1）プロジェクト 1 年目で力を注いだのは、資料収集である。本研究に必要な参考文献のリス
トを作成しつつ、被災地で発行されている新聞・雑誌記事や各種ニューズレター、また当該地域
の歴史に関する文献資料の収集に努めた。また、岩手県大槌町、および宮城県石巻市において、
数度フィールド調査をおこなった。具体的には、石巻市において、複数の被災事業者に対して、
大槌町では、被災事業者に加えて、まちづくり会社（復興まちづくり大槌）・行政職員に対して
ヒアリングをおこなった。 
（2）2 年目は、三陸沿岸における社会的ネットワークの歴史的変遷を探った。背景としては、
三陸沿岸部の、漁業を媒介とした広域的な社会ネットワークと、養蚕を媒介とした域内ネットワ
ークの重なり合いに着目し、地域産業の変化とそれにともなう社会的ネットワークの変化が、地
域のレジリエンシーにどのような影響を与えているかを歴史的に検討した。 
（3）3年目は、内陸部被災地−−長野県栄村（3月 12日に大地震が発生）から福島県中通り、浜
通を経て、三陸海岸にいたる一帯は、古くから養蚕業が盛んであり、繊維産業が日本近代化の推
進力であった頃、大いに栄え、豪商が大きな屋敷を構えたところも多い。この地域について、フ
ィールドワーク、ヒアリング調査などを行った。 
（4）また上記以外に、インターネットモニター調査による全国社会意識調査を行った。 
 
４．研究成果 
（1）本研究から、被災地域の回復は、1回の「大震災」からの復興を問題にするのではなく、日
本の近代化全体を問い直す必要があることが明らかになった。すなわち、東日本大震災が直撃し
た三陸沿岸地域は、過疎化、高齢化が危惧される地域でもあった。大きな被害を受けた地域のほ
とんどがそれ以前から過疎化、高齢化の傾向にあった。しかもそれの動向について、既に日本近
代化の初期段階から柳田國男は指摘している。柳田は、ひとは「おりたくないゆえに出て行く」
と述べ、いったん出て行ってしまった土地に戻ることの難しさを指摘して、「これを知らずに帰
農を説く人は気の毒というよりむしろ憎い」と批判している。柳田國男がみていたのは、昭和初
期の日本であり、当然のことながら現在とは様々な面で異なっている。にもかかわらず、たとえ
ば、「日本で毎年の自殺者は一万数千、このごろ東京だけでも一日に五人ずつ死んで行く」(柳
田:1930)という状況を、「孤立貧」によるものであり、「社会病」であると指摘するなど、今日に
も通じる社会批判が多くみられる。 
（2）上記をふまえて、東日本大震災を、単に物理的な地域破壊と考えるのではなく、社会的ネ
ットワークへの打撃と捉えることの意味を検討したが、その結果、明らかになったのは、震災後
の社会ネットワーク再興には、震災直前の社会ネットワーク、さらにそこに至るまでの長期的歴
史的ダイナミズムおよび自然環境変化との相互作用を含めて考える必要があることである。た
とえば限界集落化が危惧されている石巻沖の離島が、かつては東日本から西日本まで及ぶ広大
な養蚕ネットワークの一部をなしており、また、日本全国とつながる海のネットワークの重要な
結節点であり、莫大な富を築いて俗謡にも唄われる網元や、現代日本にもその影響力をもつ廻船
主の一族が足跡を残した地であることが見えてきた。田代島と本土とを隔て、津波などの自然災
害をもたらす海は、同時に、島と本土各地を縦横に結び、豊穣な恵みをもたらす、まさに、「分
離しつつ結合する境界」であった。いいかえれば、現在は閉ざされた周縁として衰退が必然であ
るかのように論じられる地域も、かつて〈開かれ〉への起点として位置づけられていた。現代に
おいても、トポロジカルな反転により、境界を越境の架け橋とすることは可能なはずである。そ
してこの反転を具体的に復興策として構想するために、融通無碍に「越境する知」を実践してい
く必要がある。 
（3）東日本大震災で被災した阿武隈川流域は、古くから養蚕で栄えた。阿武隈川流域で養蚕が
盛んであった理由の一つとしては、阿武隈川の氾濫が桑の生育に有利であったことが挙げられ
るかもしれない。大迫（1965:361）は、「堤外の氾濫原では、桑は他の普通畑作物よりも洪水被
害が少ないという消極的理由のほかに、沈泥によって土壌が肥沃となるために桑の生育がよく、



きょうそ病が少ないといった積極的な条件もあって、桑が根強く栽培されている」と論じている。
2019 年 10 月の台風被害（阿武隈川氾濫被害）は、まさにこの地が養蚕に適していることと表裏
の関係といえる。この視点により、今後の被災地復興において、地域産業および地域アイデンテ
ィティの新たな可能性を見いだすことができた。 
（4）さらに今後に向けては、ソーシャルメディアの活用が重要であることがわかった。大震災
前および大震災後まもなくの頃に比べると、大槌町のソーシャルメディア利用の洗練度（見やす
さ、デザイン性、表現など）は格段に向上したといえる。その背景には、外部からのさまざまな
支援者のアドバイスがあった。大槌町は、受けた被害が壊滅的だったため、役所などの職員はほ
とんど外部からの応援であった。また、大槌には東大大気海洋研究所国際沿岸海洋研究センター
があることから、東大が中心となった、大槌町の総合的な復興のための様々な支援活動が行われ
ている。こうしたことから、ソーシャルメディア利用などもデザイン的にすぐれたものとなって
いる。反面、パッケージングされた内容で、土地独自の肌触り、想いのようなものが希薄になっ
た感もある。内容的には、広報的なコンテンツが多く、双方向的コミュニケーション、更新頻度、
アクセス度などは多いとはいえない。また、FB、TW などの新しいタイプのソーシャルメディア
は活用が遅れている。復興をさらに進めるには、ソーシャルメディア活用による結束型、橋渡し
型社会関係資本の形成が必要であり、そのための工夫がさらに求められる。 
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